20141005
十字架のイエス様-その2（ヨハネ19:19-22）
　今の時代を世の中ではグローバルの時代と言っています。そういう時代の流れの中で、一つの特徴は国際結婚も増えています。その中で特に、韓国人と日本人が結婚した場合、とても難しいという話をよく耳にします。その理由の一つが何かというと、日本人と韓国人の価値観、考え方が違うからだという話でした。話を聞いてみると、日本人の場合は、大人になればなるほど、言い方が遠まわしになるそうです。そして、大人になればなるほど、本音と建前をしっかり分けることができる、それが大人だという概念を持っているようです。韓国人の場合は、親しければ親しいほど、本音、建て前などは一切ありません。言い方の習性も物事をダイレクトに言う習性を持っています。それで、いつも結婚している夫婦の間で喧嘩になることが何かと言いますと、韓国の女性の場合、旦那さんに対して「あの人は夫婦なのに、なぜ、あんなに遠回しなのか。なぜ、本音、建て前などがあるのか。二重人格者でないのかと思うそうです」。そうすると、日本人の旦那さんは「あの奥さんは、年は３０歳なのにまだ幼稚園の子どもみたいだ。なぜ、物事をありのままダイレクトに言うのか。それは日本では子どもがやることだ」ということで、いつも馬鹿にします。幼稚に見ます。それで、その違いが縮まらないまま、いろいろなきっかけを通して膨らむだけであって、最終的には悲しい結果を迎えるようになることもあります。いつまでたってもずっと平行線のままです。どちらが正しいのでしょうか、本当にそのような違いがあるからといって、根本的に人が違うのでしょうか。
　前にもお話をした覚えがありますが、昔、ヨーロッパの白人の人々が力をつけて、アジアの方を侵略するようになりました。あらゆる面で発展をしていたので、その力を持ってアジアを制覇するようになります。アジアの人々を捕虜にすることになりました。皆ひざまずいています。そこでヨーロッパの白人の人々が言いました。「なぜ、あなたがたは肌色が黄色っぽいのか」とあざけるような感じで言いました。白い肌の方が正解という意味でしょう。彼らが勝者なので。しかし、時間が流れて、ある日、アジアでチンギス・ハンという英雄ヒーローが生まれて力をつけ、ヨーロッパを逆に制覇するようになります。ヨーロッパの人々を捕虜にしました。顔色の白い人々が捕虜になってひざまずくようになります。そのときに、チンギス・ハンが言いました。なぜ、お前たちの目玉は青なのか。チンギス・ハンは黒だったので、今、自分が勝者なのにあざけるような感じでそういうことを言ったそうです。そういう違いが人々の間にはあります。それは昔もあるし、今も変わらずずっとあります。どちらが上でどちらが下で、どちらが正しくてどちらが間違いなのでしょうか。今、私たちが世の中を生きている中で、そこにともに生きている人間というものは本当に千差万別です。その違いというのは数えきれないものではないでしょうか。様々な違いを抱えて、ともに地球で生きています。先ほども申し上げましたように、肌色も変えることのできない違いです。その中で、肩書も違うし社会的ないろいろな身分などが異なる場合もあります。それから、国のレベルも個人ひとりひとりのレベルを考えたときにも、実力が違うし、その人が持っている能力もそれぞれ異なります。ときにはその人の人柄、品性見たときにも、あるいは人格的な部分を見たときにも人それぞれです。だから、歌の中にも「人生いろいろ、男もいろいろ」という歌詞があるほど、皆違います。同じ日本人でもそれぞれ皆違うし、ましてや国が違って民族が違う、また時代が違えば様々な違いがそこから見られるようになります。
　問題は、そのような違いによって人々は葛藤を覚えるようになります。それが葛藤の材料になります。あるいは、お互いを分ける、差別の理由にもなります。その結果、そのような人同士の、人間の違いというものが喧嘩の原因、理由にもなります。今、世界中で戦争が絶えないまま起きっぱなしです。その戦争も結局は、宗教、宗派の違いや肌色の違いや民族の違いを種にして発展してきた結果ではないでしょうか。今、世界中は昔からずっと同じことが繰り返されているのです。違いというものは、避けることができません。しかし、その違いがこのようないろいろなトラブルの材料、理由になるということは、私たちが見ている現実であるし、歴史そのものでもあるし、悲しみでもあるのです。

　そして、その違いによって人々は、結局、優越感に浸ってしまうのか、あるいは劣等感に溺れてしまうようにもなります。ここでクリスチャンの私たちははっきりと質問しなければなりません。その違いそのものを否定するつもりはありません。しかし、それが本当の意味で人間の違いと言えるものでしょうか。それで人は違うのでしょうか。その違いによって、お互い優越感、劣等感などに分かれたり、喧嘩の種になったりするようなものなのでしょうか。それほど人は違うのでしょうか。千差万別の違いがありますが、今日、はっきりと覚えてください。それが人を根本的に違うものにつくることはできません。様々な違いがあり、その違いによって今現在も世界中が葛藤の渦の中に巻き込まれている状況ですが、それにもかかわらず、そのような違いが人を根本的に違うものにするということはできません。ここがよく分かっていないので、世界中が困難していて、またひとりひとりが困難の中にいることではないでしょうか。

聖書は、私たちに明確に教えています。そのような千差万別な違いがあるにもかかわらず、人間はその根本の部分において皆一緒なのです。世界中の多くの人がこの根本の部分、人の一番、根底の方を見ることができないので、違いそのものによって左右され、違いそのものによって喧嘩に走り、違いそのものによって優越感に浸って劣等感に溺れるようなことを繰り返しているものではないでしょうか。しかし、クリスチャンの私たちは、忘れてはいけません。どんな違いがあろうが、どこがどう違うとしても人は根本的に皆一緒です。人の根本の部分は一緒です。どのように一緒なのでしょうか。二千年前の人間も今の人間も、そして、大金持ちでも貧乏な人間でも、発展している国の人でも今、飢え死にや伝染病にかかってものすごく苦労しているアフリカの人間でも、社会的に地位が高い人でも下っ端をくぐるような人間であっても、性格的にものすごく礼儀正しくて教養のある人間でもふざけて非行に走っている人間でも、根本の部分は皆一緒です。しかし、残念ながら、世界中がこのことを分かっていないので、目に見える人間の違いによってそれをメインにしてすべてを判断し、また過ちを犯して走っている状況です。そこで神様はクリスチャンの私たちを召されました。このことを教えるために。人生いろいろ、男もいろいろ、女もいろいろ。けれども、根本の部分は一緒です。遠回しがあったり、ダイレクトがあったりの違いはあるかもしれませんが、その違う文化を抱えて自分のものが正しいと主張して誇りを持っている人でも、根本の部分は一緒です。底が見えてこないので、夫婦間の喧嘩が終わらないでしょう。これが人生の秘密です。神様はこの地球を作られて、それから、この地球の中心として人間をご自分の形でつくられました。だから、人間というものは時代がどうであろうが能力がどのように違うか。あるいはその人が性格的にとても優しい人間なのか、正義感のある人間なのか、犯罪者なのかとは、一切関係なく、基本的に根本的には神のかたちです。皆尊い、動物とは最初から比べることができない尊い、貴重な存在です。そういう意味では、人間は肩書や社会的な身分、肌色などとは関係なく、みな貴重な尊い存在です。根本的に人は神のかたちに作られて、食べる者さえあれば結構だという動物的な存在ではなくて、霊的な存在です。そういう内容においては、皆一緒です。そこを重視していただきたいと思います。

しかし、残念ながらその祝福の神のかたちがすべて壊れることになります。それが人の罪というものです。聖書ではこのように教えています。すべての人が罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。義人はいない一人もいない、エペソの手紙2：3には、人は生まれながら御怒りを受けるべき子らとして生まれるという面では、皆一緒です。それを原罪と言います。原罪によって人は堕落してしまいました。その内容を持っていては、人間はみな一緒です。韓国人の奥さんでも日本人の旦那さんでも、遠回しが効く文化でもダイレクトが好まれる文化であっても関係なく、根本的に一緒です。神のかたちとして作られたのに罪によって堕落してしまいました。どうにもならない、自力では抜け出すことができない罪に捕らわれていることにおいては、皆一緒です。ヨーロッパの人はものすごい文化を誇っています。実際に行って見ると、ヨーロッパの人がアジアの人を見て無視するのも、ある意味理解できるなと思うほどものすごいのです。とはいえ、基本、根本的に神のかたちであることに変わりはないし、しかも、原罪によって堕落してしまい滅びの地獄の運命に捕らわれているということにおいては一緒です。覚えていてください。もしも中国や日本の政治家、アメリカのオバマ大統領が、このことを本当に分かっていれば政治は変わるのではないでしょうか。でも、ここがわかっていないので違いがメインなのです。違うからつぶさないといけません。違うから上があって下があるのです。違うからすごい人間があって、私はだめだというのがあるのです。でも、その前に基本、根本は一緒です。精神的に追い詰められて患っているほとんどの人が、この基本、根本の方が見えなくて違いにあまりにもデリケートなので、それに精神的に捕らわれて追い詰められているからではないでしょうか。この罪による堕落の問題を抱えている限り、人には希望がありません。人間的な違いがどう違うとしても希望はありません。文明が発展しているところには希望がって、アフリカにはないということはありません。地球のどこに行っても希望はありません。一緒です。

今まで私たちは勘違いの中を生きてきました。そこで神様は人類を愛し、人々を愛して、どうにもならないということを一番ご存知なので、そこで希望を約束されました。そこから救い出される祝福を約束されました。その約束がキリストです。キリストは罪を完璧にさっぱりきれいにきよめられる方であるし、その罪をもたらした滅びの運命を握っている悪魔、サタンを打ち破って勝利なさる方であるし、神のかたちに作られた私たちがまた神と一緒になるためのいのち、その方です。それがキリストという意味です。神様が約束されました。だから、時代がどう違っても、また人間的な違いがどうであろうが、希望はこのキリストしかありません。そういう意味では皆一緒です。成績が悪い人間でもハーバード大学をトップで卒業した人でも、希望はキリストしかありません。これは皆一緒です。たぶん、遅くクリスチャンになった方々は、このことが分かっていなかったのでずっと違いに捕らわれていたでしょう。それで翻弄され振り回されて今の人生を生きてきたと思います。それはもう卒業です。終わりです。見るべきものをしっかり見るときに、まことの自由がそこから生まれるようになります。真理はあなたがたを自由にしますと聖書は言っています。覚えていてください。いろいろなちがいがあるけれども、神のかたちであることは一緒です。原罪を抱えて堕落し滅びる運命に捕らわれているということは一緒です。だから、キリストしか希望がない、キリストしか生きる道がないということも一緒です。そのキリストが世に来られて、私たちの救いのために唯一の希望を全うするために、ご自分があがないの犠牲のいけにえとして十字架にかけられました。私たち罪びとの身代わりとして。それが今日の聖書に書かれているイエス様のお話です。今、十字架の上にかけられています。その方の名前がイエス様です。
それで、その十字架の上に罪名が書いてありましたが、「イエス。ユダヤ人の王」と書いてありました。それは別の言葉で言うと、イエスはキリストだ、イエスは救い主ですという話です。すると、パリサイ人が「自称イエス。ユダヤ人の王」と言ったと書き直してくださいと言ったときに、ピラトは私が書いたのはそのままでよいとしました。問題は、そこに「イエス。ユダヤ人王」、つまり、イエスは唯一の希望であるキリストだということを、ヘブライ語だけではなくギリシャ語、ラテン語など、いろいろな国の言葉で書いてあります。いろいろな国の人が皆見て分かるようにと。それがどういう意味なのでしょうか。十字架の上にあるイエス様、そこにあるメッセージは何でしょうか。人間的ないろいろな違いがあるにもかかわらず、人は根本的に一緒です。キリスト以外には、希望はありません。イエス様がそのキリストです。だから、世界中のだれでも一人も例外なく、この十字架の上のイエス様がキリストだと信仰告白をしなければいけませんという話です。それに例外はありません。「私はあまり悪いこともせず、良い子として育ち、今も順調に進んでいます」と思う人もいるかもしれません。だからといって、イエスはキリストだという信仰告白から例外になることはありません。皆一緒です。十字架の上での二番目のメッセージです。人類は、皆根本的に一緒です。だから、国が違っても、何がどう違っても、皆イエスはキリストだと告白しなければいけません。それが十字架のメッセージです。
この間の、夏の聖書学校のときに子どもたちにメッセージをしました。準備が少し足りなかったのですが、自分なりにはいろいろな意味を持ってメッセージをしました。それで子どもたちにまず左側に良い子のいろいろな内容を書きました。親の言うことをよく聞く。まじめに学校に行っている。よく勉強している。嘘などつかない。心遣いが優しい。右側には、万引きをする。家出する。非行に走る。嘘ばかりつく。いじめをする。両側にそのような人間を書いて、子どもたちに聞きました。「どちらがよい子でしょうか」。１秒も迷わずに左を指します。１秒も迷わずに。それが私たちの理解です。本当にそうでしょうか。世の中にはそのような違いがあります。同じラインで違いを言うときもありますが、人間の価値観から見たときに、上下の違いも世の中にはたくさんあります。裁判官がいれば犯罪者もいます。だから、裁判官がよい、犯罪者が悪いでしょうか。クリスチャンの見方がそうであってはいけません。これが十字架の上でのメッセージです。ギリシャ語、ラテン語、ヘブライ語、今で言いますと、韓国語、日本語、英語など、いろいろな国の言葉で「イエスはキリストです」と書いてありました。皆に必要なメッセージであり、共通しているということでしょう。それで、子どもたちに言いました。「そうか、皆そうでしょう」。本当に１秒も迷わずに差しました。それで、ひとりひとりめくってみると、あれもこれもめくってみると裏が同じです。神を知らないのです。神を信じません。一緒です。

それから、両側を風船で包みました。同じ風船で。今、皆違うと思っているのです。でも、めくってみると、今、メッセージをしたように、本当に根本の方を見たときには皆一緒です。なぜ神を知らないのでしょうか。なぜ神様など信じないのでしょうか。神様などどうでもよいのでしょうか。単純な話ではありません。目に見えない風船をそこに書いて、風船の入り口を縛りました。これが理由です。よい子でも悪い子でも。ハンサムな子でもブスな人間でも、人に褒められる人でも、いつも人に悪口ばかり言われている人。また、愛される人でも見捨てられた人でも、同じ風船の中です。めくってみると一緒です。これが人間です。これが十字架のメッセージです。理由はその入り口の方を、目に見えない悪魔、サタンというものが握っているからです。だから、皆一緒です。この中でよい子、悪い子という区別は、実はありません。神の前では一緒です。人間が違う、違うと言って、勝手に優越感を抱え、劣等感に溺れ、勝手に自分で追い詰めているだけであって、神の前では義人はいない、ひとりもいないのです。だから、問題はその中でよい子なのか悪い子なのかは関係なくて、そこから抜け出して、神様の御旨の中に。それで両側から適当に選んで向こうに入れました。こちら側だけが行くわけではありません。どっちがどのように行くか分かりません。行く条件は一つだけです。イエス・キリスト。イエス様を信じる者は、こちらでもあちらでも関係なく、向こうに行きます。神の御旨の中に抱かれるようになります。彼らは外見を見ると、ここは親の言うことをよく聞く、ここは万引きをすると、いろいろあるでしょうが、めくってみると十字架しかありません。皆、神の子どもです。一緒です。イエス様は十字架にかけられて、イエス様ご自身が自ら言ったわけでもないのに、罪名を通して、しかも人間が当時、３つの言葉が世界中の言葉なので、世界中の人が見て言えるように他国語で「イエスはキリスト」と書いてありました。つまり、人はキリストの他には希望はありません。それには違いがありません。皆一緒です。それで私たちはこのような結論を出すことができるでしょう。

人の運命を根本的に分けるのは、イエス・キリストへの信仰告白です。能力の違いではありません。肌色の違いではありません。恵まれた環境に生まれたのか、そうでないのかの違いではありません。成績がよいか悪いかでもありません。よい子なのか非行に走っているのか、周りからほめられるのか、あるいは無視されるのかの違いではありません。一切、関係ありません。どんなに違っても皆一緒です。皆、神のかたちにならなければなりません。皆、神様の愛と憐れみが必要です。イエス・キリストを信じなければいけません。イエスがキリストです。イエス様こそ、私の人生の希望であり、私の人生をまったく新しいものに変えられる唯一の道です。その告白は誰にでも必要なものです。言葉を変えますと、誰でもその告白さえあれば、その人の人生の運命は変わります。地獄の滅びの運命から解放されて、天の御国の永遠のいのちの祝福の主人公となります。覚えていてください。
占い師の話によって、「３カ月後に死ぬ。あなたの運命はそうだ」と何カ所かに聞いても同じ答えが出ました。全然、お互いに知らない占い師同士なのに。びっくりして不安でしょう。世の中はその通りになります。しかし、その人が神様の憐れみによってイエスをキリストとして告白しました。生きていらっしゃいます。長生きするのがよいという意味ではありません。人の根本的な運命が変わること、つまり、人が根本的に変えられるということは、イエス・キリストの信仰告白だけです。言葉を変えますと、イエスがキリストだという信仰告白さえあれば、どのような人生、どんな人間であろうが関係ありません。その人の人生は根底から変えられるようになります。覚えて信じて感謝していただきたいと思います。それで、聖書には、神は実にひとり子をお与えになるほど世を愛された。それは御子を信じる者が滅びることなく、永遠のいのちを持つためなのだと書いてあります。そのように変わるようになります。信じないと誰であろうがどんな違いがあろうが滅びるのです。これが十字架の上でのイエス様から、私たちに与えられるメッセージです。いろいろな違いがあるけれども、実は皆一緒です。根本の部分、霊的な内容においては一緒です。キリストの他には希望がありません。だから、どんな人間でも、人間的に上か下か関係なく、十字架の上でのイエス様がキリスト、救い主ですと告白する以外には道がありません。また、その門が誰にでも開かれています。その瞬間、両側にいた一人の強盗のように「イエスはキリストです」と告白する瞬間、その人の人生の運命は変わります。今日、あなたはわたしとともにパラダイスに一緒にいます。外見を見ると、いまだ変わっていません。私たち、クリスチャンも同じでしょう。クリスチャンなのに性格もそのまま、いろいろな違いがあるかもしれません。関係なく、今日、あなたはわたしとともにパラダイスにいます。運命そのものが変わった瞬間です。
今週、１週間、このメッセージを握って、皆さんの視線のポイントを優先順位の違いの方ではなく、同じ一緒のところを先に見るようにしてください。皆さんの視線のポイントを一緒の方に持っていてください。これが実は勝利の秘密であり、信仰生活と言います。今までは違いに視線が奪われていたでしょう。仕方がなく。そこを変えることです。今まで見たことのない、聞いていても実際的なものになっていなかったかもしれませんが、根本的には一緒です。人の一緒の部分の方に、先に目を配るようにしてください。皆さんの視線をそちらの方に持っていてください。そうでないと、せっかくクリスチャンになったのに、教会に行く理由もよく分からないし、メッセージを聞いてもこんがらがってしまいます。人が悪いからではありません。視線が世の中の未信者と同じところに行っているのです。あの人は金持ちだね。あの人は貧乏だね。あの人は性格がよくて、あの人は性格が悪いね。もちろん、その分別は必要でしょうが、それがメインになってはいけません。メインは皆、共通している根本の部分、一緒の部分の方に皆さんの視線をそそいで、そこに視線を固定するようにしてください。そうすると、このような告白になるでしょう。
イエス様がキリストだという信仰告白を絶対的なものにしてください。そのような告白をすべき人間としなくてもよい人間がいるわけではありません。ヘブライ語、ギリシャ語、ラテン語、ぜひ覚えてください。イエスはキリストだという信仰告白は絶対的なものとして釘を刺してください。根本の部分、人類の共通している一緒の部分、同じ内容、そこに先に視線を持っていってください。その戦いだと思います。これが信仰生活です。皆さん、信仰生活がなぜ難しいのでしょうか。信仰生活そのものが難しいわけではありません。視線をこちらの方に持っていくべきなのに、話はたくさん聞いてイエス様と言いながらも、実際に視線は優先的に目が行くところは、いろいろな違うところに行ってしまうのです。そうすると、またこんがらがってしまうようになります。信仰になりません。なぜかというと、イエスがキリストだ、やはりキリストしか答えがないという方向に持っていけません。それに釘を刺してください。
それから、人間的な違い、外見の違いなどによる比較、判断などから逃れるようにしてください。それを全部捨てましょう。それは本当は比較したり判断したりするような材料ではありません。なぜそのようなことに悩まされて、その方向に走ってしまうのかというと、一緒の部分に目が行っていないからです。共通している部分に行っていないからです。イエスはユダヤ人の王だというのが、ヘブライ語でもラテン語でもローマ語でもギリシャ語でも書いてあるという意味がわかっていないからです。ぜひ今週はこの部分が明らかにされるように祈りたいと思います。

同じ内容でしょうが、人間的な市街による葛藤、優越感、高慢、逆に劣等感、比較意識などは全部捨ててください。それは愚かなことであり、だまされることです。もう一度言います。なぜ優越感や劣等感、葛藤、高慢、比較意識などに悩むようになるのでしょうか。人が悪いからではありません。あの人が繊細でデリケートだからではありません。見るべきところを見ていないからです。視線が一緒の部分に行っていないからです。ガラテヤ3：28には、キリストにあって黒人も白人もギリシャ人もユダヤ人も一緒だと宣言しています。これから一緒の部分の祝福のために、違いを参考にして配慮しながらいくだけであって、違いに捕らわれる人生ではありません。違いと言いますと、本当の違いはイエスをキリストだと告白したので、告白した皆さん自身が人間的な違いがどうであろうと関係なく、根本的に変えられて永遠のいのちを持つ幸いな者に変えられていると、この違いを発揮しなければいけません。それだけです。違いは。だから、先ほども申し上げました。人の運命を根本的に分けるのは信仰告白です。それによって皆さんは変えられています。その部分を見ないといけません。だから、イエスはキリストですという信仰告白を絶対的なものにして、そこに視線を固定させ、そこから変えられている本当の意味での違う自分を発見するようにしてください。人間的な違いによる自分ではなくて、神に愛されて神様が永遠にともにおられて、その御手から離すことがない天の御国が保証されていて、悪霊が震えて逃げるそのような新しい自分がそこにいるのではないでしょうか。そこが違いです。肌色がどうであろうが、あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることがわかっていないのか。この違いです。それを発見しないといけません。信仰告白によってのみ人は変わります。それ以外の違いは、本当の意味での違いではありません。あまりそれによって喧嘩しないように。あまり悩まないように。「何であの人はあんなに優秀なのに私はだめなのか」と悩まないように。一緒です。キリストを信じると「なんで私が」と言っていたその人の運命が変わります。幸いな者になります。神の子どもになります。本当の意味での違う自分自身を発見して感謝するようにしてください。
そうすると、皆さんが今までつぶやいていた、悩んでいたいろいろな違いなどは、そういう内容ではないということが分かったでしょう。今回の集会でも言われているように、それを全部ふるい払うだけではなくて、感謝すべき内容なのです。それによって本当の人の運命を左右するキリストの方に近づくことになったのではないでしょうか。だから、幸いなのです。感謝してください。

最後に皆さんの周辺をまず見ながら、世界中を見ないといけないでしょうが、今までの味方とは違って一緒の部分、根本的な部分をしっかり見て、信仰告白が必要な対象として見てください。そこにたとえギリシャ人がいてもローマ人がいてもそれぞれ違うでしょうが変わりません。同じくイエスはユダヤ人の王、キリストと告白しなければいけない存在にすぎません。それを皆さんの周辺から、家族を初め見るようにしてください。そうすると、皆さんの心のうちにまことの感謝と平安があふれ出て、皆さんを通して神様がわざを始められるようになります。
最後に申し上げます。人間の違いによる葛藤、優越感、劣等感などによって、自分自身を追い詰めていたすべてを全部捨ててください。

(祈り)

　恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。今日もイエス様の十字架の上に「イエスはユダヤ人の王」という罪名が世界中の言葉で書かれているということを通して、神様のメッセージをいただきました。兄弟姉妹がイエスはキリストですという告白によって人の運命が左右されるということを覚えて、その信仰告白を絶対的なものにして、そこからすべてを新たに発見して行くことができるように祝福を与えてください。人間的な違いによる差別や、そこから生まれる様々な感情的なトラブル、葛藤などから自由になるように恵みを与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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